
14　家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係
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　目的　日本はいま高齢･(t jg 'ifの途上にあり、高齢人口の増加も続くものと忠われ- 加え

て高齢者の単独世帯・高齢者夫婦のみ世帯も増えつつある。また高齢者は世帯類型の如何

んを圖わず、一日でも長く目分の生活を自主管理できることが望まれる。健康な高齢期は

万人の願いであり、それに直接的関運の強い食生活を取りあげ、その重要な機能である栄

養摂取の管理を効* B3にするため、その実態把握と評価・反省に資する情報を作成した.

　方法　①対象が高齢者であることを配慮し、親しみ易くなるように*養成分の量をわか

り易く表わす工夫をした。必要a 多種成分を棒グラフとして、同一目盛で読めるよう一面

に表わし、摂取した食品・調理品・献立（一食・一日）別にその成分含有状態を即座に

コンピュータ-のディスプレーIt 提示されるようにした. ②自分の健康状態その他食事条

件の特色を、平均的あるいは他人の実養3f要量との比較から確認できるてだてをし、それ

を食事計画の中に活かせるようにした。③評価・反省・フィードバック等をItすける情報

には、不足成分のみでなく、それを袖正する食品名・調理品名等を添え、その中から選ぶ

ことができるようにしている。R 食Sの量をｇ数で表わすだけでなく、そn に実物のわか

り易い大きさ・数等も加えて、高齢者の日常的な計量行動と結んで実賎し易〈した。（S》市

販調理品・外食等も取り上け、サービ｀ス化社会の食生活の実態に合せる配慮もした。

　結果　この情報を用いれば. 実養に関する十分な知議がなくとも、自分の食事の栄養面

での欠陥に%づきやすく、改善のi万法も自分に適したものを見つけやすくなる。また食事

の栄養面への関心が高まり、食生活管理の実践に貴する。
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　目的　新座市における高齢者の生活およびその意識を総合的に把握する試みとして、第

２回目の調査を1989年７月に行った。前回( 1984年８月）調査との比較を行いながら、な

かでも高齢者の自立意識を軸に分析した結果を報告する。

　方法　調査対象地区：　新座市内19地区（町丁目単位、前回調査と同様）　調査対象者：

在宅の男女高齢者のうち、前回調査回答者（70才以上）に65才~ 69才の新規対象者を追加

した（有効回収数日56名、有効回収率89.2％）　調査方法：　質問紙による留置調査

　結果　前回調査回答者（当時85才以上）のうち、今回調査の回答を得られたのは、6 ≫J

弱である。再調査が不可能となった理由は、この５年間における死亡、入院といった高齢

者固有の事情のほか転出もみられた。再調査率は高年齢層ほど下がり、また、性別では男

性がやや低かった。しかしながら、同地区内に居住する65～69才の回答を得て、調査規模

は前回とほぼ同様であった（前回1048名）。性別・年齢別構成比は前回と変わらないが、

家族類型別構成比では、夫婦のみ世帯の増加がみられる。経済面･精神面・健康面の３つ

の自ぷ意識をみると、健康面の自立意識が最も強く、ついで経済面、精神面であった。い

ずれも男性の方が自立志向が強い。また、経済面では公的援助志向、精神面では家族志向

がみられる。さらに、それぞれの自立志向と対応する生活実態をみると、自立志向者ほど

実態面での自立も確保されている傾向がある。高齢者の自立意識は全体的に強い（三面と

も自､平志向の高齢者が全体の26％を占める）ことから、生活実態の自立か阻害された時の

援助をどのように行うべきかを検討することが重要と思われる。


